
市民の視点から

原発の「地元」とは
どこなのか？

話：小川仙月

（脱原発ネットワーク茨城・共同代表）



福島事故 以前

福島事故 以降



福島事故以前から原発の「地元」とは
どこか問い続けた人々がいた

西の原発銀座・若狭で、
原発建設を拒否し続けた

小浜市

中嶌哲演さんが説く原発
の「地元」とは

• 立地地元

• 被害地元

• 消費地元

1988年 光雲社



（ふげん廃炉中）

若狭湾の原発関連地図



おおい町 小浜市

大飯原発
１・２・３・４号

１０ｋｍ

大飯原発から１０ｋｍ圏内では、小浜市民が約7割を占める



２０１１年 福島第一原発事故



3月15日未明、2号機で起きた事

• 午前5時 2号機に
水が入らない

• 午前6時14分 2号

機で爆発音、サプ
レッションチェン
バーが破損したと
発表

• 直後に、2号機に

水が入りだしたと
ニュース速報 Newton より



茨城県環境放射線監視センターのHP

• 茨城県は東海村の原子
力施設を監視する目的で、
東海村を取り巻く各地に
モニタリングポストを設置
している。その値は10分

更新で「茨城県環境放射
線監視センター」のホー
ムページに公開されてい
る

• 3月15日早朝、見たことも
ない変化が現れた



３月１５日９時１０分・日立市大沼

4マイクロシーベルト／時

0.04マイクロシーベルト／時

福島第一原発から１０５ｋｍ



他の土地で起きた出来事を
「自分の県で起きたら・・・」
と置き換えて考える

科学的な想像力



日本の原子力発電所

2011年3月10日（大震災直前）時点

福島第一で起きたこと
が茨城県で起きたら
どうなるか



2011年3月26日
常陽新聞

311の時、東海第２原発は？
日本原電は「安全に冷温停止しました」と言っているが、実際は・・・

外部電源喪失

非常用ディーゼル電源
3台が起動

東海港へ津波来襲

非常用電源3台のうち
1台が水損

冷却パワー不足のまま
つなわたり運転

3日半後冷温停止
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原子力所在地
首長懇談会

村上達也村長

→ 山田修村長

に引き継がれた

東海、日立、ひたちなか、那珂、
常陸太田、水戸の6首長



東海村以外の
全国の立地自
治体では・・・

立地している自治体の首長は
「再稼働の判断をできるのは
自分たちだけだ」と考えるのが
一般的。



2015年私たち市民グループは
二つのポイントに焦点をあわせました



東海第２の「運転期間延長」

【営業運転開始】
1978年11月28日

【38年】
2016年11月28日

38年9ヶ月
2017年8月28日

【39年】
2017年11月28日

【40年】
2018年11月28日

20年延長のための「特別点検」
申請が必要な期間

• 原子炉等規制法により、原発の運転期間（寿命）は40年と決められている
• しかしこの制度には「抜け道」が！
• 特別点検で審査に合格すれば1度だけ、20年の運転期間延長が認められる

東海第２原発の場合

１



東海村

日立市

常陸太田市

那珂市

ひたちなか市水戸市

30km現在の安全協定では、
東海第２の再稼働を
判断できるのは
「東海村だけ」・・・

しかし、３０ｋｍ圏内の各市は

避難計画を作り、事故の時は
故郷を捨てる覚悟をしなけれ
ばならない・・・

これは論理的におかしな話である。
今の「安全協定」は福島事故以降の現実にあっていない。

２ 東海第２の「安全協定」の問題



2016年1月～2017年9月
市民活動、共同で取り組む



2016年1月～2017年9月
市民活動、共同で取り組む

「20年延長申請」に

反対する署名

総数

60,413筆

「安全協定の見直し」を
支持する署名

総数

56,110筆

【署名主催】東海第二原発再稼働問題・署名実行委員会
【呼びかけ団体】原発事故からくらしを守るネットワーク、脱原発ネットワーク茨城、
さよなら原発いばらきネットワーク、東海第二原発の廃炉をめざす県民センター、
茨城平和擁護県民会議



「安全協定の見直し」を支持
私たちが文面に込めた考え

2015年、川内・伊方・高浜原発の地元では、原発立地自治体の再
稼働の合意だけが優先され、隣接市町村の意向は無視されました。

原発事故が起きれば甚大な被害が想定され、避難計画の策定が
求められる隣接市町村が、再稼働の是非の判断には参加できな
い仕組みは、倫理に反します。



水戸駅前での署名活動



事態が大きく動いた昨年11月22日夜



その3日後

日本原電は東海第２原発
の運転期間延長申請を
提出



市民の立場で考える今後

• 私の意見です。

• 新協定には確かに難点もありますが、従来何
もなかったところに、倫理的に正しいハードル
をかけられた意義は大きいと考えます。

• しかし、この新協定を活かすも殺すも住民次
第だと考えます。

• つまり、「住民の安全」を第一に考える首長を
住民らが支え続けられるか。



五十嵐つくば市長 「原発事故は損失が大きすぎる」
「県の避難計画、万単位での受け入れは困難」


